
評議員及び役員の報酬等並びに費用に関する規程

平成 30年 6月 25日 改正

(目  的 )

第 1条 この規程は、公益財団法人 日本食肉消費総合センター (以下「センター」

とい う。)定款第 13条及び第 30条の規定に基づき、評議員及び役員の報酬

等並びに費用に関 し必要な事項を定めることを目的 とす る。

(定義等 )

第 2条  この規程において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定める

ところによる。

(1)評議員 とは、定款第 10条の規定に基づき置かれる者をい う。

(2)役員 とは、定款第 24条の規定に基づき置かれ る理事及び監事をいい、役

員の うち常務理事は常勤 とし、それ以外の理事及び監事は非常勤 とする。

(3)費用 とは、職務遂行に伴い発生す る交通費、旅費 (宿泊費 を含む。)及び

手数料等の経費をいい、報酬 とは明確に区分 されるものとす る。

(報酬等の支給 )

第 3条 役員及び評議員の職務の姑価 として報酬を支給することができる。

2 常務理事の報酬の額は、年額 750万 円の範囲内で理事長が決めるものとす

る。

3 常務理事の報酬は、年額を 12で除 して得た額を月額 とする。

4 理事長が理事会等への出席及びその他職務に従事 した場合は、 1日 当た り

30, 000円 を報百州として支給する。

5 非常勤理事 (理事長を除 く。)が理事会等への出席及びその他職務に従事 し

た場合は、 1日 当た り10, 000円 を報酌‖として支給する。

6 非常勤監事が理事会及び評議員会への出席並びに監事監査の実施、その他職

務に従事 した場合は、 1日 当た り10, 000円 を報酬 として支給する。

7 評議員が、評議員会等へ出席及びその他職務に従事 した場合は、 1日 当た り

10, 000円 を報酬 として支給する。

(報酬の支給方法 )

第 4条 常務理事に射する支給 日及び支給方法は、職員給与規程に準ずる。

2 理事長に対する報白
‐
井lは 、月の初 日か ら月の末 日までの従事 した 日数を翌月

10日 (そ の 日が休 日に当たるときはその前 日、その繰 り上げた 日が休 日に当

たるときは更にその前 日)に 1箇月従事 した分をまとめて支給する。

3 非常勤理事 (理事長を除 く。)、 非常勤監事及び評議員に対す る報酉lll等 は、理

事会及び評議員会等への出席等の都度支給する。



(費 用 )

第 5条 センターは、役員及び評議員が職務の執行に当たつて負担 した費用につ

いては、これを請求のあった 日から遅滞なく支払 うものとし、また前払いを要

するものについては、前 もつて支払 うものとす る。

(公 表 )

第 6条 セ ンターは、この規程 をもつて公益社団法人及び公益財団法人の認定等

に関す る法律第 20条第 1項に定める報西州等の支給の基準 として公表するもの

とする。

(改 正)

第 7条 この規程の改正は、評議員会の決議により行 うものとする。

附 則

1 この規程は、公益財団法人 日本食肉消費総合センターの設立の登記の 日 (平

成 25年 4月 1日 )から施行する。

2 この規程の改正は、評議員会の議決のあった 日 (平成 30年 6月 25日 )か
ら施行 し、平成 30年 7月 1日 から適用する。




